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 飽食、食品ロス――。豊かなはずの日本で 230万人が十分に食べ物を

得られていないという調査結果があります。そうした中、企業や家庭、

農家から寄付された食料を生活困窮者や支援団体に提供している人たち

がいます。米国で 1967年に生まれた「フードバンク」という活動で、

東京・山谷地区で炊き出しなどを行っていた藤田寛さん（45）は、2000

年に日本で初めて設立されたフードバンクに携わりました。今は組織に属さず、農家などか

ら寄付された年間約 10㌧の米などを困窮者を支援する七つの団体に提供しています。しかし、

フードバンクが社会に浸透している米国のようにはいきません。日本の団体には行政のバックアップが

少なく、活動は民間のボランティア精神に支えられているのが実態です。６人に１人の子供が貧困状態

とも言われる日本。たった一人で奔走する藤田さんの姿を通して食と貧困を考えます。 

日曜朝は『Ｓ』で始まる――。ストーリーにご期待下さい。 

 

 

 

 

 

 

 師走が迫り、何かと忙しい方も多いことでしょう。そんな暮らしが続くと、どうしてもス

トレスがたまりがちで、仕事もはかどりません。そうなると、さらにストレスがたまって…

…。こんな悪循環から抜け出すために、何かいい息抜きをしたいところです。とはいえ、忙

しい師走だからこそ、あまり時間もありません。この難題をどう解決すればいいのでしょう

か。原稿の締め切りに追われ、ストレスを抱えた記者が、「師走の息抜き」を探しに街に出

ました。 

 

 

 

 「くらしナビ」面で連載している「女の気持ち」に投稿した読者を訪ね、その後の

様子などを描く人気コーナー。今回は、西部報道部の福岡賢正デスクが福岡県八女市

の西田裕子さん（61）を取材しました。 

 林家に嫁ぎ、３男１女を育て上げた西田さん。「本当に楽しかった」と子育て時代

を振り返ります。その後、４人の山村留学生の里親も務めました。その幸福感が伝わ

ったのか、長女の理恵さん（39）は「私も」と、同じく４人の子供の母となりました。

その子育ての様子や心情などを福岡デスクが詳細につづっています。 

 

 

 

 12月の忘年会やクリスマス会のシーズンを迎え、お酒を飲む機会も増えます。肝

細胞の修復に役立ち、代謝のサポートもしてくれて、10分もあれば完成する「トマ

トパッツア」を紹介します。水や白ワインなどで魚介類を煮るイタリア版水炊き「ア

クアパッツア」のトマトバージョンです。魚介類と野菜がたっぷり入った簡単、豪華

な料理をお試しください。 

 

 

食と貧困 たった一人のフードバンク  29 日（日）  

何かと多忙な昨今、ストレスを抱える方に贈る！ 

「師走の息抜き」のすすめ 

夕刊２面特集ワイド 12月１日（火） 

「女の気持ちをたずねて」              30日（月） 

肝臓にやさしい簡単「トマト鍋」  くらしナビ面 12月１日（火） 



 

小学生新聞 来週の 

〝売り物〟記事はこれ！ 

 

 

 

 家庭で子どもたちが調理に参加すると、いろいろな効果があるようです。食育を実践で

きるだけでなく、起床時間が早まるほか、親子の会話が増え、コミュニケーションも深ま

っていくそうです。子どもが調理に参加しやすい工夫を各地で広める活動を続けているキ

ッズ食育コンサルタントのサゴイシオリさんに〝子ども参加型調理術〟を教えてもらい

ました。 

 

 

 

 

 

 

 杉原千畝（ちうね）をご存じでしょうか。第２次世界大戦中、リトアニアの日本領

事代理として、迫害されたユダヤ人に査証を発行した外交官です。それは、ナチスと

の連携をはかる日本外務省の方針に真っ向から反するものでした。「命のビザ」＝写

真＝で救われたユダヤ人は数千人。80年の歳月が流れるなか、千畝の評価は高まる

ばかりです。その関連資料はユネスコ世界記憶遺産の国内候補に決まりました。孫の

杉原まどかさん(49)に千畝の素顔と今日的意義を聞きます。 

時代が見える――。オピニオン面にご期待ください。 

 

 

 

 文学ゆかりの地を歩きながら考える「名作の現場」は、作家の島田雅彦さん＝写真＝が

大岡昇平の「武蔵野夫人」について執筆します。人妻と戦場から戻った元兵士との道なら

ぬ恋の物語ですが、作品のもう一つの主人公は古代の多摩川が削った「はけ」などの武蔵

野の自然です。崖からわき出る水音を聞きつつ、島田さんが戦後の混乱期の物語を現代に

よみがえらせます。 

 

 

 

 

 

 

 

 社長ってなにする人？ どんな仕事をしているの？ 毎小では４回にわたり異

なる業界の社長を取り上げて、社長一日を写真付きで紹介。またインタビューで

社長の仕事の大変さやおもしろさを伝えます。30日は大企業「カルビー」の伊藤

さん▽12月１日はベンチャー企業のイクメン社長、サイボウズの青野さん▽２日

は女性社長、リクルートスタッフィングの長嶋さん▽３日は町工場の社長、安久

工機の田中さん▽４日は車いすの社長、ミライロの垣内さんです。 

どうぞお楽しみに！ 

 

 

 

 

大岡昇平「武蔵野夫人」       朝刊文化面 ５日（土） 

子ども参加型調理の勧め   くらしナビ面 12月２日（水） 

ユネスコ記憶遺産［国内候補］  

命のビザ――杉原千畝の素顔 

オピニオン面［そこが聞きたい］12月２日（水） 


